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木 造 建 築

　

木
造
の
業
界
で
は
、
昨
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト

ラ
ス
を
用
い
た
中
大
規
模
木
造
建
築
が

全
国
各
地
で
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
一
般
流
通
材
を

用
い
て
経
済
性
と
環
境
配
慮
性
に
優
れ

た
木
造
建
築
が
、
こ
れ
ま
で
の
木
造
の

領
域
で
は
届
か
な
か
っ
た
建
築
分
野
に

も
波
及
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

運
送
会
社
の
荷
捌
場
に

　

11
月
10
日
に
は
秋
田
県
鹿
角
市
で
配

送
セ
ン
タ
ー
の
見
学
会
が
開
催
さ
れ

た
。
鹿
角
市
役
所
そ
ば
の
国
道
沿
い
に

立
地
す
る
大
手
運
送
会
社
の
配
送
セ
ン

タ
ー
で
、
地
上
１
階
建
、
延
床
面
積

４
４
６
・
９
８
㎡
。
う
ち
事
務
所
47

坪
、
荷
捌
場
88
坪
と
な
っ
て
い
る
。
従

来
は
こ
う
し
た
建
築
物
は
鉄
骨
プ
レ
ハ

ブ
で
建
設
し
て
き
た
が
、
今
回
初
め
て

木
造
を
採
用
。
当
初
、
鉄
骨
造
で
設
計

さ
れ
て
い
た
プ
ラ
ン
を
木
造
に
変
更
し

た
。
荷
捌
場
の
10
ｍ
×
29
・
1
ｍ
の
ス

ペ
ー
ス
に
運
送
ト
ラ
ッ
ク
の
出
入
り
が

可
能
な
幅
７
ｍ
、
高
さ
５
ｍ
の
出
入
り

口
を
７
カ
所
設
け
て
い
る
。

　

建
築
確
認
に
際
し
て
は
、
防
火
区
画

（
火
災
の
延
焼
を
防
ぐ
た
め
の
隔
壁
）

を
設
け
る
こ
と
に
な
り
、
壁
面
と
ト
ラ

　秋 田 県 鹿 角 市 で Ａ Ｔ Ａ ハ イ ブ リ ッ ト 構 法

運送会社の荷捌場で木造建築を実現
優 れ た 遮 音 性 能 ・ 遮 熱 性 能 に 施 主 も 納 得

（建物概要）
地上１階建
延床面積    446.6㎡
事務所       47坪　
荷捌場       88坪
垂直積雪量 1.5ｍ
最高軒高     5,870㎜
最高高さ     6,605㎜

（主な木材）
構造材使用量　約75㎡
羽柄材使用量　約10㎡
横架材　　　　120ｘ120ｘ450㎜　ベイマツ・ホワイトウッド集成材 Ｅ105－Ｆ300
トラス受け等　120x510㎜、700㎜、800㎜　ベイマツ集成材、Ｅ120－Ｆ330
柱材　　　　　120 x120㎜、120x330㎜、210x210㎜　ベイマツ集成材  Ｅ95－Ｆ270
梁弦トラス　　13ｍ（両側はね出し：各1.5ｍ）７フレーム
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ス
の
一
部
が
耐
火
被
覆
材
（
石
膏
ボ
ー

ド
）
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
天
井
は
あ
ら

わ
し
で
木
組
み
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

建
築
主
の
運
送
会
社
か
ら
は
、
木
造

と
な
っ
た
こ
と
で
、
木
の
良
さ
が
感
じ

ら
れ
る
建
築
と
な
っ
た
と
喜
ば
れ
て
い

る
。
特
に
鉄
骨
の
倉
庫
よ
り
も
遮
熱
性

が
あ
っ
て
涼
し
い
、
音
の
響
き
が
違
っ

て
い
て
、
車
の
音
が
響
か
な
い
こ
と
が

喜
ば
れ
て
い
る
。

　

建
築
業
者
の
関
心
は
高
く
、
地
元
工

務
店
や
設
計
事
務
所
の
ほ
か
、
鹿
角

市
、
大
館
市
、
秋
田
県
庁
か
ら
も
建
築

関
係
者
が
視
察
に
訪
れ
、
宮
城
県
か
ら

も
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
見
学
に
訪
れ
、
10

日
だ
け
で
約
50
名
が
見
学
に
訪
れ
た
。

　

構
造
設
計
上
の
ポ
イ
ン
ト

　

垂
直
積
雪
量
１
・
５
ｍ
の
積
雪
荷

重
に
対
応
し
て
い
る
。
最
高
軒
高

５
８
７
０
㎜
、
最
高
高
さ
６
６
０
５
㎜

と
し
、
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ス

を
７
フ
レ
ー
ム
用
い
て
い
る
。
出
入
り

口
に
は
オ
ー
バ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
が
つ
く

予
定
。
ト
ラ
ス
の
ス
パ
ン
は
10
ｍ
、
は

ね
だ
し
付
き
で
13
ｍ
。
う
ち
２
フ
レ
ー

ム
に
は
10
ｍ
お
き
の
防
火
区
画
の
規
定

上
、
防
火
被
覆
が
な
さ
れ
て
い
る
。
積

雪
荷
重
１
・
５
ｍ
で
大
開
口
の
出
入
り

壁面は耐火被覆材

で覆われているが

天井はあらわしで

見ることができる

ATAハイブリッ

ド ト ラ ス を ７ フ

レーム用いている
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木 造 建 築

口
を
７
カ
所
設
け
る
た
め
、
梁
せ
い

８
０
０
㎜
の
集
成
材
を
２
丁
合
わ
せ
で

用
い
て
い
る
。
Ａ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
と
、
次

回
か
ら
梁
せ
い
４
５
０
㎜
サ
イ
ズ
の
組

合
せ
で
も
可
能
に
な
る
よ
う
に
改
良
し

て
い
く
と
い
う
。
ま
た
、
１
・
５
ｍ
の

庇
を
つ
き
だ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
通

常
は
耐
圧
板
と
し
て
小
口
に
耐
圧
板
を

　

増
加
し
続
け
る
金
物
工
法

　

金
物
工
法
が
少
な
い
と
も
言
わ
れ
る

東
北
地
方
に
お
い
て
、
積
雪
の
厳
し
い

秋
田
県
で
の
利
用
は
多
い
。
プ
レ
カ
ッ

ト
を
行
っ
た
㈱
角
繁
（
秋
田
県
秋
田

市
）
に
よ
る
と
、
東
北
を
主
な
営
業
エ

リ
ア
と
す
る
同
社
で
は
、
在
来
工
法
の

構
造
材
を
ほ
ぞ
で
は
な
く
構
造
用
金
物

で
接
合
す
る
金
物
工
法
の
割
合
が
増
え

続
け
て
い
る
。

　

金
物
工
法
の
導
入
時
は
通
し
柱
の
部

分
だ
け
を
構
造
用
金
物
で
接
合
す
る
施

工
方
法
を
勧
め
て
き
た
が
、
一
度
フ
ル

金
物
で
施
工
す
る
と
施
工
が
楽
な
こ
と

か
ら
好
評
で
、
今
で
は
ピ
ン
構
法
は
、

通
し
柱
だ
け
の
利
用
な
ど
一
部
だ
け
で

加
工
全
体
の
約
７
割
、
フ
ル
金
物
で
約

半
分
を
金
物
工
法
が
占
め
て
い
る
。

　

Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
法
に
お
け

る
構
造
材
の
接
合
は
金
物
工
法
（
Ｈ
Ｓ

Ｓ
金
物
工
法
）
で
行
っ
て
お
り
、
梁
せ

い
８
０
０
㎜
の
集
成
材
の
加
工
は
手
加

工
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
交
代
の
フ

ル
稼
働
で
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
を
行
っ

た
。

　

Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
法
に
つ
い

て
は
、
秋
田
県
第
１
号
と
な
る
。
東
北

で
は
青
森
県
八
戸
市
に
次
い
で
２
例
目

と
な
る
。

　　6,825㎜の出入口が３つ連続している  集成材（梁せい 800㎜）を２丁使用

付
け
る
が
、
こ
こ
で
は
円
状
の
専
用
金

物
を
使
っ
て
い
る
。

　

建
て
方
工
事
は
約
１
週
間
。
10
月
中

旬
に
行
わ
れ
、
ト
ラ
ス
地
組
は
５
人
工

１
日
で
完
成
。
建
て
方
工
事
は
土
台
敷

き
か
ら
屋
根
下
地
合
板
張
り
ま
で
60
～

65
人
で
行
っ
た
。
今
回
は
悪
天
候
の
た

め
に
若
干
人
工
が
増
え
た
。
そ
の
後
に

防
火
被
覆
の
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

優
れ
た
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト

　

建
設
コ
ス
ト
は
鉄
骨
造
と
ほ
ぼ
同
等

で
、
基
礎
工
事
に
か
か
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
そ
の
分
、
木
に
予
算
を
か
け

て
お
り
、
木
材
使
用
量
と
し
て
は
、

構
造
材
75
㎥
、
羽
柄
材
10
㎥
の
合
計

85
㎥
を
用
い
て
い
る
。

　

償
却
期
間
と
固
定
資
産
税
に
コ
ス

ト
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
鉄
骨
造
建
物

の
償
却
期
間
31
年
に
対
し
て
、
木
造

建
築
は
償
却
期
間
15
年
に
な
る
た
め

同
価
格
な
ら
早
目
に
償
却
が
済
む
。

ま
た
、
固
定
資
産
税
が
鉄
骨
造
と
比

べ
て
木
造
の
方
が
３
割
～
５
割
安
く

な
る
。

　
ハイブリッドトラスの端部（下は筋交いと照明器具用ボルト）

庇が1.5ｍつきだしているので丸い専用金物を使っている
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建築計画工房 1級建築士事務所

佐藤孝司  代表

ＡＴＡ  大倉義憲 社長

と
工
事
全
体
の
運
営
の
流
れ
や
注
意
点

に
関
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。
中
大
規
模

木
造
プ
レ
カ
ッ
ト
技
術
協
会
の
会
員
で

あ
る
佐
藤
氏
は
、
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
構
法
を
用
い
た
建
築
物
の
構
造
設
計

を
７
件
ほ
ど
手
掛
け
て
お
り
、
「
現
場

の
こ
と
を
知
り
尽
く
し
、
コ
ス
ト
の
こ

と
を
知
り
尽
く
し
、
共
に
歩
ん
で
い

る
」
（
大
倉
氏
談
）
と
い
う
立
場
か
ら

講
演
を
行
っ
た
。

　

講
演
で
佐
藤
氏
は
、
北
海
道
で
数
多

く
手
が
け
て
い
る
幼
稚
園
、
保
育
園
、

老
健
施
設
の
設
計
事
例
か
ら
中
間
色
の

耐
火
塗
料
を
塗
る
こ
と
で
、
空
間
デ
ザ

イ
ン
の
印
象
が
大
き
く
変
わ
っ
た
り
、

構
造
設
計
業
務
を
行
っ
た
際
に
意
匠
系

設
計
事
務
所
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
、

束
を
木
製
で
は
な
く
ス
チ
ー
ル
製
の
束

を
使
い
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ス
の
鋼

製
部
材
全
体
を
白
の
耐
火
塗
料
で
塗
っ

て
あ
ら
わ
し
に
し
た
際
の
印
象
の
違
い

な
ど
、
設
計
事
務
所
が
気
に
な
る
デ
ザ

イ
ン
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
も

豊
富
な
実
例
を
も
と
に
紹
介
し
た
。
一

般
的
に
は
木
構
造
を
あ
ら
わ
し
に
す
る

際
に
鋼
製
の
ブ
レ
ー
ス
が
見
え
る
と
気

に
な
る
の
で
ラ
ー
メ
ン
梁
に
し
た
方
が

良
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
実
例
で

は
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
上
の
工
夫
で
十
分

補
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
分
っ
た
。

　

新
製
品
の
紹
介

　

来
年
は
今
ま
で
以
上
の
大
空
間
が
増

え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

庇
や
テ
ラ
ス
を
大
き
く
と
る
た
め
の
金

物
類
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
Ａ
Ｔ
Ａ

の
構
法
開
発
部
か
ら
は
、
最
新
金
物
の

開
発
に
関
す
る
発
表
が
行
わ
れ
た
。
最

初
に
紹
介
し
た
の
は
「
片
持
ち
テ
ラ
ス

金
物
」
。
鉄
塔
な
ど
に
多
く
用
い
ら
れ

て
い
る
亜
鉛
メ
ッ
キ
仕
上
げ
の
Ｈ
型
鋼

　

㈱
Ａ
Ｔ
Ａ 

大
空
間
木
造
膜
構
造
研

究
室
（
富
山
県
滑
川
市
）
の
セ
ミ
ナ
ー

が
11
月
29
日
に
東
京
有
楽
町
の
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
開
催
さ
れ
た
。
九

州
か
ら
北
海
道
ま
で
の
全
国
の
提
携
工

場
の
関
係
者
や
取
引
先
が
参
加
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
セ
ミ
ナ
ー
は
午
後
に
開

催
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

で
は
午
前
と
午
後
の
２
回
に
分
け
ら
れ

た
。
午
前
は
従
来
通
り
の
提
携
工
場
向

け
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
現
場
施
工
に
あ

た
っ
て
高
い
精
度
を
出
す
施
工
を
す
る

た
め
の
注
意
点
な
ど
、
質
問
コ
ー
ナ
ー

の
中
で
提
携
工
場
の
代
表
者
が
施
工
体

験
を
話
し
な
が
ら
、
確
実
な
施
工
を
行

う
た
め
の
注
意
点
に
関
す
る
情
報
交
換

を
行
っ
た
。
午
後
は
、
一
般
客
も
歓
迎

の
実
務
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ

た
。
午
後
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
提
携
プ

レ
カ
ッ
ト
工
場
が
設
計
事
務
所
や
工
務

店
の
お
客
さ
ん
を
案
内
し
て
、
Ａ
Ｔ
Ａ

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
法
に
つ
い
て
、
仲
間

同
士
で
情
報
を
共
有
し
た
い
と
い
う
要

望
が
多
い
こ
と
を
受
け
て
開
催
さ
れ

た
。
午
後
の
部
で
は
、
午
前
の
部
の
内

容
に
加
え
て
、
大
倉
義
憲
代
表
よ
り
、

Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
構
法
の
概
要
と

自
己
紹
介
か
ら
講
演
を
行
っ
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
上
の
工
夫

　

実
務
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
は
、

建
築
計
画
工
房 

一
級
建
築
士
事
務
所

（
北
海
道
苫
小
牧
市
）
代
表
の
佐
藤
孝

司
氏
よ
り
実
物
件
に
関
す
る
概
要
説
明

   
Ａ
Ｔ
Ａ
が
都
内
で
セ
ミ
ナ
ー

　

来
年
は
１
０
０
棟
を
目
指
す

全国の提携工場の関係者や取引先が参加
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熊 本 復 興

を
材
料
と
し
て
用
い
た
も
の
。
集
成
材

に
ラ
グ
ス
ク
リ
ュ
ー
ボ
ル
ト
を
使
っ
て

留
め
て
い
る
。
公
的
機
関
に
よ
る
試
験

を
行
い
、
１
・
９
㌧
の
荷
重
を
か
け
た

場
合
、
約
10
㎝
の
変
形
が
金
物
側
で
起

き
る
（
集
成
材
に
割
れ
は
起
き
な
い
）

こ
と
が
試
験
で
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。

実
際
の
荷
重
の
負
担
と
し
て
は
、
1
本

あ
た
り
２
１
０
㎏
で
３
㎜
の
変
形
を
最

大
値
と
し
て
想
定
し
、
３
本
用
い
れ
ば

２
１
０
×
３
＝
で
約
６
３
０
㎏
な
の

で
、
安
全
を
見
て
約
６
０
０
㎏
の
負
担

に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
設
計
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
他
、
屋
根
勾
配
を
多

こ
と
が
分
か
り
、
同
構
法
が
、
倉
庫
や

工
場
以
外
の
建
築
物
で
幅
広
い
ニ
ー
ズ

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
専
用
の
構

造
計
算
ソ
フ
ト
の
開
発
で
、
来
年
２
月

に
提
携
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
向
け
の
発
表

会
を
行
う
予
定
。

　

ま
た
営
業
提
案
ツ
ー
ル
の
充
実
も
求

め
ら
れ
て
い
る
。
建
築
士
事
務
所
協
会

向
け
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
※
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
対

応
の
研
修
の
後
の
受
注
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
研
修
や
構
造
見

学
会
向
け
の
資
料
と
し
て
活
用
で
き
る

実
物
件
写
真
集
や
イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス
の

作
成
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

　

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
に
お
け
る
木
工
機

械
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
連
動
に
関
し

て
は
、
宮
川
工
機
、
平
安
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
２
社
の
機
械
で
加
工
が
可
能

と
な
っ
て
お
り
、
現
在
ネ
ッ
ト
イ
ー
グ

ル
で
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
を
開
発
中
。
宮
川

工
機
と
平
安
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
機

械
対
応
を
可
能
に
し
て
い
き
、
早
期
の

完
全
自
動
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
構
造
設
計
・
営
業
提
案

ツ
ー
ル
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
の
充
実
を
見

込
ん
で
来
年
は
１
０
０
棟
の
予
定
を
予

想
し
て
い
る
。
各
提
携
工
場
で
２
棟
ず

つ
で
約
80
棟
と
提
携
工
場
増
加
分
を
見

込
ん
で
１
０
０
棟
を
予
想
し
て
い
る
。

上弦梁のオーバーハング張弦梁トラス

ラグスクリューボルトをつかった片持ちテラス

４ｍの張り出しオーバーハングを実現できる

く
と
る
物
件
向
け
の
デ
ザ
イ
ン
ト
ラ
ス

や
、
最
大
４
ｍ
の
張
り
出
し
オ
ー
バ
ー

ハ
ン
グ
が
可
能
と
な
る
張
弦
梁
ト
ラ
ス

の
提
案
も
行
っ
た
。
ま
た
、
エ
コ
ホ
ー

ム
パ
ネ
ル
㈱
（
愛
知
県
扶
桑
町
）
設
計

室
長
の
夏
目
哲
也
氏
と
旭
化
成
建
材
㈱

か
ら
断
熱
対
策
と
し
て
用
い
る
外
断
熱

パ
ネ
ル
と
通
気
断
熱
屋
根
パ
ネ
ル
の
提

案
が
行
わ
れ
た
。

　

来
年
は
１
０
０
棟
目
指
す

　

Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
法
の
11
月

29
日
時
点
の
近
況
報
告
と
し
て
は
、
提

携
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
が
現
在
41
社
、
準
提

携
会
社
が
２
社
と
な
っ
て
い
る
。
準
提
携

会
社
と
は
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
を
有
し
て

お
ら
ず
、
Ａ
Ｔ
Ａ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
法
の

販
売
の
み
を
行
っ
て
い
る
資
材
販
売
会
社

等
の
こ
と
で
あ
る
。

　

実
物
件
と
し
て
は
、
昨
年
秋
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
現
在
23
棟
に
達
し
て
お
り
、

当
初
は
大
型
倉
庫
・
大
型
工
場
・
ス
ポ
ー

ツ
施
設
向
け
の
山
形
ト
ラ
ス
が
多
い
こ
と

を
想
定
し
て
い
た
が
、
当
初
の
予
想
に
反

し
て
、
店
舗
・
ク
レ
ー
ン
付
き
工
場
・
こ

ど
も
園
・
福
祉
施
設
・
集
会
場
・
事
務
所

等
向
け
の
張
弦
梁
ト
ラ
ス
が
非
常
に
多
い

※ CPD ＝継続職能研修
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ATAハイブリッド構法

「鉄骨」から「木造」に変える

黒田木材商事㈱ 一般流通サイズの地元杉を使用した大型製材工場（１９ｍ×５１ｍ）

㈱SR 天井クレーン付き大スパン工場（２４ｍ×２９ｍ）

株式会社ATA
TEL076-471-8825 FAX076-471-8826
E-mail:atainfo@ata-truss.jp
URL：http://ata-truss.jp/

現在提携３９社

中大規模木造普及の為に全国各地からの供給を目指しております。

「鉄骨」から「木造」に変える

黒田木材商事㈱   一般流通サイズの地元杉を使用した大型製材工場（19 ｍ× 51 ｍ）

現在提携 43 社 
中大規模木造普及の為に全国各地からの 供給を目指しております。

㈱ SR 天井クレーン付き大スパン工場（24 ｍ× 29 ｍ）

株式会社 ATA
TEL076-471-8825    FAX076-471-8826
E-mail:atainfo@ata-truss.jp
URL：http://ata-truss.jp/

黒田木材商事㈱   一般流通サイズの地元杉を使用した大型製材工場（19 ｍ× 51 ｍ）

「鉄骨」から「木造」に変える

現在提携 43 社 
中大規模木造普及の為に全国各地からの 供給を目指しております。

株式会社 ATA
TEL076-471-8825    FAX076-471-8826
E-mail:atainfo@ata-truss.jp
URL：http://ata-truss.jp/㈱ SR 天井クレーン付き大スパン工場（24 ｍ× 29 ｍ）


